
大学生のボランティア活動支援における

現状と今後の課題

伊 東 美 鈴 渡 辺 裕 一

The present situation and issues of the supports of

university students’ volunteer activities.
Misuzu Ito, Yuichi Watanabe

抄 録

本研究では、健康科学大学福祉心理学科において今年度から実施の始まったボラン

ティア活動支援の現状と、本学科の学生がボランティア活動及びその支援に対してどの

ように考えているのかを明らかにし、今後のボランティア活動支援の在り方を考察する

ことを目的とした。

２００７年１０月に健康科学大学福祉心理学科に在籍する１年生から４年生の３００名を対象

にアンケート調査を行い、２４４件の回答が得られた。分析方法はT検定と χ２検定を用い

た。

分析の結果、性別とボランティア活動への関心及び参加回数、学年とボランティア活

動への参加回数、ボランティア登録の有無とボランティア活動への参加回数、大学入学

後のボランティア活動経験の有無とボランティア活動への参加回数に有意な関連が見ら

れた。

本研究では、ボランティア活動の情報提供及び呼びかけについて、より個人に向けた

アプローチの必要性とボランティア活動中に感じた不安や悩み等に対するサポートの重

要性が考察された。
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Ⅰ．はじめに

近年ボランティア活動やNPO活動が注目され、その力が評価されてきている。中央

教育審議会の「青少年の奉仕活動・体験活動の推進方策等について」答申（２００２）では、

奉仕活動・体験活動を推進する必要性及び意義において「青少年の時期には、学内外に

おける奉仕活動・体験活動を推進する等、多様な体験活動の機会を充実し、豊かな人間

性や社会性などを培っていくことが必要である。」としている。さらに学生に対する奨

励・支援等としてボランティア講座やサービスラーニング科目、NPOに関する専門科

目等の開設や大学ボランティアセンターの開設等のボランティアを行いやすい環境づく

りの必要性が述べられている。

本学福祉心理学科の学生にとってもボランティア活動に参加することは大変有意義で

あると考えられる。なぜならボランティア活動に参加することにより何を目指して学ぶ

かが明確になり、学ぶ意欲が高まってくると考えられ、ボランティア活動によって現場

を知ることで、将来の就職に向けた方向づけや就職活動のアプローチが可能になる。ま

た実習前にボランティア活動に参加することにより体験による事前学習ができ、実習前

の不安を軽減させることができると考えられる。

しかしボランティア活動は「自主的」・「主体的」な活動であり、いつどのように活動

するのかは本人の自由である。ボランティア活動をするのもしないのも、またボラン

ティア活動を辞めるのも続けるのも本人の意思で決めるものである。強制的なボラン

ティアへの参加はボランティア活動の特徴の一つである自発性と相反してしまう。した

がっていかにボランティア活動の事を知ってもらい学生の参加意欲を高めるか、ボラン

ティア活動への不安やボランティアでの悩みを解決させて活動を促進させていくかが重

要であると考える。それが学生に対するボランティアコーディネーターの役割の一つで

あると考える。

ボランティアコーディネーターの業務は主にボランティア情報の収集・整理、ボラン

ティア活動希望者の受付、広報、依頼先とボランティア活動希望者との調整、ネット

ワークの構築、研修や学習機会の企画・開催、ボランティア活動に関する実績やケース

の記録であると考えられる。

本学福祉心理学科も学生がボランティアに積極的に参加できるよう今年度からボラン

ティアコーディネートを始動させた。その主な活動内容は、ボランティア依頼の情報集

約、依頼先と学生との連絡調整、B棟２・３階及び福祉心理学科助手室前のボランティ

アボードにおいてのボランティア情報の掲示、各授業でのボランティア呼びかけ、学生

へ個別のボランティア呼びかけ、ボランティアニュースの発行、ボランティア登録者の

管理、ボランティア登録者へメールでのボランティア情報発信である。その中でも広報

活動はボランティア活動に参加してみたいと考えていてもどこで情報を手に入れればい

いのかわからない学生やボランティアに関心のない学生への呼びかけとして大きな役割

をもつ。広報活動をすることでボランティア活動の窓口がわかりやすくなり、学生のボ
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ランティア活動への参加意欲も上がると思われるので、ボランティアボードへの掲示や

メールの配信、ボランティアニュースの発行等は特に力を入れて行っている。

依頼件数は図１の通り夏祭り等のイベントが多い７月をピークに毎月平均１５件ほどの

依頼が来ている。依頼は本学所在地域の実習先からが最も多く、ついでボランティア・

NPOセンター（甲府市）や各市町村の社会福祉協議会等である。ボランティア・NPO

センターについては、センターが定期的に発行しているボランティア募集広告が送付さ

れてきており、依頼件数とした。なおボランティアコーディネートは４月から活動を始

めたが、４月には依頼が入っていないため５月からの実績を表示している。（以下同

じ）

依頼内容は単発型のイベント（お祭り等）でのボランティアが最も多く、表１にもあ

るように７月には１８件の単発型ボランティアの依頼が入った。また継続型の依頼は主に

常時ボランティアを必要としているもので、依頼があった月から毎月継続して募集して

いる状態のものが多い。ゆえに継続依頼の件数はその月に新たに入った依頼ではなく、

前月から引き続き募集しているものがほとんどである。参加人数については毎月平均３９

名の学生がボランティアに参加しており、その数はのべ１９５名である。（表１）

ボランティアに参加している学年の比率は、図２のように３年生が最も多く月平均

表１ 月別ボランティア依頼・派遣件数及び参加人数

月 依頼件数 単発型依頼 継続型依頼 派遣件数 参加人数

５月 ９件 ４件 ５件 ５件 合計４４名

６月 ９件 ３件 ６件 ５件 合計３２名

７月 ２３件 １８件 ５件 １０件 合計６５名

８月 １５件 １０件 ５件 ６件 合計３７名

９月 １３件 ６件 ７件 ５件 合計１７名

平均 １３．８件 ８．２件 ５．６件 ６．２件 ３９名

図１ 月別ボランティア依頼件数
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１７．２名、次いで４年生１２．４名である。図中にある「他」とは本学の学生が他校の学生を

誘いボランティアに参加したケースである。

３年生の参加率が最も高いのは、実習に先駆けて事前に現場での仕事を経験しておき

たいという学生や、教員からの勧めで実習先と同じ種別の施設でボランティアをする学

生が多いためであると考えられる。

またボランティア参加割合は図３のように男性４３％、女性５７％と女性の方が少し多く

なっている。ボランティア登録者においても現在の登録者数４２名中男性は１０名と、女性

３２名の３分の１にも満たない。このため男性のボランティア活動参加を促す対策が必要

であると思われる。

学生へのボランティア情報を発信する場として現在はB棟２・３階及び助手室前の

ボランティアボードへの掲示とボランティア登録者へのメールでの情報発信、またボラ

ンティアニュースの発行や各授業内での呼びかけも行っている。ボランティアボードへ

の掲示とメール発信はボランティアの依頼が来た時点で行い、授業内でボランティアの

呼びかけを行っていく。この呼びかけは主に福祉心理学科の授業で学年全員が出席する

必修授業において行っている。並行してボランティア登録をしている学生に呼びかけた

り、ボランティアニュース（ボランティア情報紙）を発行し、学生に配布している。ま

た参加希望者の少ない依頼については繰り返しボランティア登録をした学生にメールを

送信するなどして対応している。

図２ 学年別ボランティア参加割合

図３ 性別ボランティア参加割合
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本学科では上記のような活動を行っているが、他校のボランティア活動支援はとのよ

うに対応し、また学生はどのようにボランティアに取り組んでいるのか以下で先行研究

を取り上げていくことにする。

大学生のボランティア活動支援に関する先行研究としては、伊藤（２００６）１）が心理学専

攻の学生を対象にボランティア活動のもつ意味について調査しており、ボランティアを

始めたきっかけは大学掲示板からの情報獲得が多いと述べている。またボランティア活

動で対象者とのかかわりを通じて深く傷ついた経験を持つ者もいるため、メンタルケア

の必要性を述べている。稲葉ら（１９９６）２）は高等学校における学生のボランティア活動の

実態を調査し、ボランティアに興味を持ち、必要性を感じている学生はほとんどが自然

に参加でき誘われなければ参加できない者は１０％程度であるが、興味・必要性をあまり

感じない学生は半数程度が誘われなければ参加できないとしている。

しかし本学科の学生がどの程度ボランティア活動に興味を持ち参加意欲があるのか、

また現在進めている活動で学生はどの程度満足しているのか、改善すべき点や新たに求

められている支援等が明らかでない。さらに福祉を専門に勉強している学生を対象とし

た先行研究は非常に少ない。ボランティアは実習や就職のためにも有意義であると考え

られる。そこで本研究では、ボランティア活動の現状及び改善点等を把握し、学生に向

けてより良い支援を考察することを目的とする。

Ⅱ．方法

１）調査対象者

健康科学大学福祉心理学科の全学生３００名（１年生４８名、２年生７２名、３年生９６名、

４年生８４名）

２）調査時期・方法

無記名による質問紙法にて、２００７年１０月に実施する。質問紙は学年ごとに福祉心理学

科の授業内で学生に配布し、その場で回収する集合調査法により実施した。

３）質問紙の内容

ボランティア活動の、Ⅰ．ボランティア活動に対する関心と参加等（①ボランティア

活動への関心、②ボランティア活動への参加意欲）、Ⅱ．ボランティア活動の参加状況

（①本学入学以前のボランティア活動経験の有無、②本学入学後のボランティア活動経

験の有無、③今年４月から現在までのボランティア活動への参加回数、④参加したボラ

ンティア活動の分野）、Ⅲ．ボランティア活動の参加動機（①ボランティア活動への参

加のきっかけ、②ボランティア活動への参加動機）、Ⅳ．ボランティア活動支援（①ボ

ランティアボードの認知度、②ボランティア登録の状況、③ボランティアコーディネー

ターの認知度、④ボランティアコーディネーターへの要望）、Ⅴ．基本的属性（学年・

年齢・性別）について回答してもらう。
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表２ ボランティア活動に関心がありますか

度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント

有効 非常に関心がある
ある程度関心がある
どちらともいえない
あまり関心がない
全く関心がない
合計

３６
１５１
３１
１６
１０
２４４

１４．８
６１．９
１２．７
６．６
４．１
１００．０

１４．８
６１．９
１２．７
６．６
４．１
１００．０

１４．８
７６．６
８９．３
９５．９
１００．０

４）倫理的配慮

調査対象者には、研究内容及び研究目的以外には使用しないことを説明し、無記名で

回答してもらい個人が特定できないように配慮する。

Ⅲ．結果

１）ボランティア活動への関心及び参加意識

ボランティア活動への関心において表２の通り「非常に関心がある」・「ある程度関心

がある」と回答したのは７６．６％であった。またボランティア活動に参加したいと思うか

との問いについても、「とても思う」・「まあ思う」と回答したのは７６．６％であった。４

人中３人以上がボランティア活動に興味を持ち参加したいと考えているという結果が出

た。

また性別によるボランティア活動への参加意識は参加意識あり群で男性６４．８％、女性

８８．９％と有意な差が見られた。男性は女性よりもどちらともいえないと回答している率

が高く２１．６％、参加意識なし群は男性１３．６％と女性の７．７％を５．９％上回った。これによ

り、女性の方が男性よりもボランティアに参加したいと考えているということがわかっ

た。性別とボランティア活動への参加回数についても男性平均１．０４回に対して女性１．８３

回となっており有意な差がみられた。（表３）

学年を１・２年生と３・４年生に分けボランティア活動への参加意識を見てみると

１・２年生と３・４年生の間に有意な差は見られなかった。しかし参加回数については

１・２年生が平均０．６５回であるのに対

し３・４年生の平均は１．８８回と有意な

差が見られた。（表４）

２）参加したボランティア活動の分野

分野別のボランティア活動を見てみ

る と「障 害（児）者」が 最 も 多 く

４６．３％、次いで「高齢者」の３６．５％、

「参加していない」という回答の

表３ 性別と参加意識及び参加回数の比較

参加意識 参加回数

性別 ＊＊（P＜．０１） ＊（P＜．０５）

表４ 学年と参加意識及び参加回数の比較

参加意識 参加回数

学年 n.s. ＊＊（P＜．０１）
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２４．６％、「児童」２２．５％であった。

３）ボランティア活動に参加したきっかけ

ボランティア活動に参加したきっかけとして最も多く回答されたのは、「友人や知人

からの勧め」であり２６．２％であった。次に多かったのは「参加していない」との回答で

２１．７％、「学校で話を聞いて」という回答は１９．３％で続いている。多くの回答が予想さ

れた「大学の掲示」は１６．４％にとどまった。

４）ボランティア活動への参加動機

ボランティア活動への参加動機の中で最も回答が多かったのは「何か新しい体験をし

たいため」という回答であり４１．３％、「その活動に興味・関心があるため」という回答

は３２．８％であった。この２つの項目はともに体験や活動そのものに興味があるという回

答であり、自らのためにボランティア活動に参加している学生が多いことがわかった。

５）ボランティアボードの認知度

「ボランティアボードを見たことがあるか」という問いに対し、表５にあるように「見

たことがある」と答えた群は８４．０％であり、「見たことはないが、ボランティアボード

があることは知っている」と回答した６．６％を加えると９０．５％となった。ボランティア

ボードの存在は多くの学生が認識していることが明らかになった。

６）ボランティア登録の有無

ボランティア登録については表６にある通り「登録していないが、いずれ登録したい

と思っている」という回答が最も多く４６．７％を占めた。しかし次いで「登録していない

表５ ボランティアボードを見たことがありますか

度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント

有効

欠損値
合計

しばしば見ている
ときどき見ている
見たことはある
見たことはないが、ボラン
ティアボードがあることは
知っている
見たこともないし、ボラン
ティアボードがあることも
知らない
合計
システム欠損値

４２
９１
７１

１６

２３

２４３
１
２４４

１７．２
３７．３
２９．１

６．６

９．４

９９．６
．４

１００．０

１７．３
３７．４
２９．２

６．６

９．５

１００．０

１７．３
５４．７
８４．０

９０．５

１００．０
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し、登録したいとも思わない」との回答が３１．８％と多くなっていた。多くの学生がボラ

ンティア活動に対し興味・関心を抱き参加したいと考えているにもかかわらず、ボラン

ティア登録に関しては消極的な回答が目立った。

７）助手室でのボランティアコーディネートの認知度

「助手室でボランティアについての相談やコーディネートなどを行っていることを

知っているか」との質問では表７に示したように「知らない」と回答した割合が５７．４％

と最も高かった。半数以上が知らないと回答しており、今年度からの活動とはいえボラ

ンティア活動支援の認知度の低さがうかがわれた。

表６ ボランティア登録をしていますか

度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント

有効

欠損値
合計

登録しており、その情報に
よりボランティアに参加し
たことがある
登録しているが、その情報
からのボランティアには参
加していない
登録していないが、いずれ
登録したいと思っている
登録していないし、登録し
たいとも思わない
合計
システム欠損値

２４

２７

１１４

７７

２４２
２
２４４

９．８

１１．１

４６．７

３１．６

９９．２
．８

１００．０

９．９

１１．２

４７．１

３１．８

１００．０

９．９

２１．１

６８．２

１００．０

表７ 助手室でボランティアについての相談やコーディネートなどを行っていることを知ってい
ますか

度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント

有効

欠損値
合計

知っており、ボランティア
の事で助手室に行ったこと
がある
知ってはいるが、ボラン
ティアの事で助手室に行っ
たことはない
知らない
合計
システム欠損値

４４

５９

１４０
２４３
１
２４４

１８．０

２４．２

５７．４
９９．６
．４

１００．０

１８．１

２４．３

５７．６
１００．０

１８．１

４２．４

１００．０
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８）ボランティアコーディネーターへの要望

ボランティアコーディネーター（助手室）への要望については、「ボランティア情報

を広く知らせてほしい」という回答が最も多く、４３．９％であった。次いで「希望にそっ

たボランティアを紹介してほしい」２９．５％、「実習や就職につながる活動を教えてほし

い」２６．２％と続いている。現状では広報活動としてボランティアボードへの情報掲示、

各授業内での呼びかけ、メールでの情報配信、ボランティアニュースの発行等を行って

いるが、より広く情報がほしいとの回答が多いことが明らかとなった。

９）ボランティア活動の困ったこと悩んだこと

「ボランティア活動での困ったことや悩んだことはあるか」との質問には「どこまで

ボランティアとして関わっていいかわからなかった」という回答が２６．２％と最も多かっ

た。次に「何をすればいいかわからなかった」２５．０％、「専門知識がないので不安になっ

た」２３．０％との回答に続いた。実際に関わりを持つ際やボランティア活動時にあらかじ

め説明がなかったために、困ったことや悩んだことがある学生が多いことが明らかに

なった。

Ⅳ．考察

ボランティア活動に対する関心や参加意識に関して性別によって大きな差があること

が明らかになった。これは参加回数にも関係し、女性と男性で平均１回近くの差があっ

た。前述した通り現在合計で４２名のボランティア登録者数でも男女の差が大きく表れて

おり、男性は女性よりもボランティア活動に興味・関心が少ないことが伺えた。ゆえに

男性がボランティア活動への関心や参加意識を高めるような工夫をし、アプローチを考

えていく必要があると考えられる。

学年別でボランティア活動への関心や参加意欲を検証してみると１・２年生と３・４

年生の間に有意な差は見られなかったにもかかわらず、参加回数を比較してみると１・

２年生と３・４年生では参加回数に平均１回以上の大きな開きが見られた。つまり全学

年の学生に同じようにボランティア活動への関心が示されているのに、実際にボラン

ティア活動を行っているのは、３・４年生が圧倒的に多いということである。この結果

の要因としては次の２つが考えられる。

まず授業数の違いである。１・２年生は必修科目が多く月曜日から金曜日まで毎日授

業が入っている。しかし３・４年生になると比較的必修科目も少なくなり時間に余裕を

もつことができると考えられる。さらに３年生は実習があり、実習前の事前体験として

ボランティアに参加する、または教員に勧められる学生が多くなる。また４年生は就職

活動が始まり、ボランティアを兼ねた施設見学に参加する学生が増えてくると考えられ

る。１・２年生にもより積極的に呼びかけを行っていくことが必要であると考えられ

る。

次に呼びかけの違いである。現在１・２年生に向けては各学年全員が集まる授業にお
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いて呼びかけを行ったり、ボランティアニュースを配布したりといった活動を行ってい

る。３・４年生に対してはゼミのような比較的に小規模な授業をまわって呼びかけを行

う、個人に対して呼びかけを行うなどの対応をとっている。このように呼び掛けの方法

に各学年で差が出ている。この差は学年が上がるにつれ必修科目などの全員が集まる授

業が減り、その結果１度に全員の学生へ呼び掛けることが難しくなってしまったため起

こっている。その結果１・２年生への呼びかけのように大人数への呼びかけでは、あま

り自分への呼びかけであるという意識がわかず内容も聞き流してしまう可能性がある。

一方３・４年生の方が呼び掛けの際の距離が近く、より自分に呼びかけられているとい

う意識が強くなるのではないかと考えられる。そのため１・２年生よりも３・４年生の

方がボランティア活動への参加回数が多くなっているのではないかと思われる。ゆえに

従来までの１・２年生へのアプローチを３・４年生と同じようなアプローチに切り替え

てみることが有効であると考える。

ボランティア活動に参加したきっかけでは回答が多いと考えていた「大学の掲示」と

いう回答は比較的低いものであった。言い換えれば「ボランティアボードの認知度」か

らもわかるようにほとんどの学生が見ているにもかかわらず、ボランティアボードを見

てボランティア活動に参加する割合は低いといえる。ボランティアボードを見ても実際

にボランティア活動につながることは少なく、最終的に友人などからのアプローチがな

ければボランティア活動をしにくいのではないかと考えられる。ゆえにボランティア

ボードでの情報提供や呼び掛けだけでなく、その他に学生への何らかの直接的なアプ

ローチが必要なのではないかと考えられる。ボランティアボードは認知度を見ても多く

の学生が見ていることがわかるので、引き続き情報提供の場として活用し、掲示方法や

レイアウト等も見やすく興味を引くように工夫を凝らしていく。それと同時に学生に個

人的な呼びかけをしていくことで今までより参加率や参加回数を増やしていけるのでは

ないかと思われる。

ボランティア登録に関しては、「ボランティア登録していない」と回答した群の割合

が、７８．５％と非常に高かった。さらにそのうちの３１．８％はこれからも登録するつもりは

ないと回答している。これについてはボランティア活動に興味がなく、登録を考えてい

ない学生に対してボランティア登録に関してのメリット等の情報を周知させ、ボラン

ティア活動及びボランティア登録への関心を高めていくアプローチが必要であると思わ

れる。

助手室でのボランティアに関する相談・コーディネート業務についての認知度はかな

り低く、福祉心理学科全学年の半数以上がその活動を知らないと回答していたことが明

らかになった。これは要因の一つとしてボランティアボードに助手室が窓口になってい

ることを明記している掲示物が少ない点や、助手室前にボランティアについての相談等

を受け付けるといった内容を示す看板等の目印がないことがあげられる。ボランティア

ボードを見ても誰が更新しているのか、どこに問い合わせれば良いのかがわからないと

いう学生が多いのではないかと思われる。その影響もあってボランティアボードがボラ
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ンティア活動参加のきっかけの設問で解答数が少なかったとも考えられる。ゆえに今後

はボランティアについての窓口は助手室であることをわかりやすく掲示し、助手室前に

も何らかの形でボランティア希望者の目印になるような看板等を設置していくことが重

要であると考える。

ボランティアコーディネーターへの要望についても広報活動をより活発に行っていく

ことの必要性を感じる。現状ではまだまだ学生への周知ができていないという結果が目

立つため、さらに情報をこまめに更新する、助手室でのボランティアコーディネート業

務の周知、各授業での呼びかけに加えて個人へのアプローチを強化する等の対応を行っ

ていくべきであると思われる。

ボランティア活動での困ったことや悩んだことについては、かかわりでの悩みを抱え

る学生が多いことが明らかとなった。ボランティアコーディネーターへの要望でも心理

面でのサポートが必要とされているといえるため、ボランティア活動で起こる悩みや不

安に対処することは急務であると推測される。そうしたボランティア活動での不安や悩

みを軽減させていくことによってボランティア活動への参加率も上昇していくのではな

いかと考えられる。また「何をすればいいかわからなかった」という回答が多いことか

らもわかるように依頼者とボランティア参加者との情報の伝達がうまくいっていない

ケースが多いと考えられるため、そのようなケースについてはボランティアコーディ

ネーターが依頼者とボランティア参加者の間に立ち調整していくことや依頼者とボラン

ティア参加者との関係を円滑になるようにサポートしていくことも必要であると考えら

れた。さらに専門知識習得のための講習会や事例検討会等もボランティア活動を活発に

させていく上で必要であると考えられるので、そのような機会を企画・運営していく必

要があると感じた。

Ⅴ．今後の課題

ボランティア活動の呼びかけについて１・２年生にも３・４年生と同じような呼びか

けの方法を行い、３・４年生へのアプローチが有効であるかどうか効果を測定していき

たい。女性と男性でのボランティア活動への参加意欲の差は何が要因となっているのか

を明らかにしていくとともに、現在関心や参加意識の低い男性へのアプローチの方法を

探っていきたいと考えている。

また今回はボランティア活動への関心や参加意識の低い学生に関する分析は不十分で

あった。今後ボランティア活動への興味・関心がなく参加意欲のない学生に焦点を当

て、なぜ参加意欲がわかないのか、どのようにすればボランティア活動への興味・関心

を示すようになるのかなどを明らかにしていきたいと考えている。特にボランティア活

動に対して関心や参加意識の低い学生に対してのサポートに関する調査は先行研究もな

く、今後の課題としたい。

さらに実習や就職に向けてのボランティア体験がどのように実習や就職に作用してい

くのか、ボランティア活動での不安や悩みの軽減のために具体的にどのようなサポート
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をしていくべきかについて、ボランティア活動に参加していく上での講習会等の必要性

を明らかにし、学生にどのような講習会や事例検討会が求められているのかを調査して

いきたい。
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Abstract

Objectives : The present study aims to present the current condition of a support

system for the university students’ volunteer activities, started 2007. The study

describes students’ point of view on volunteer activities and supports, and considers

related issues.

Method : The sample of this study is 301 students from Department of Welfare and

Psychology in Health Science University. T-test and Chi-Square test were used for the

analysis.

Results : Significant correlations have been found in the following areas. 1）Sex ×

students’ interest in volunteer activities as well as the number of times of participation

in volunteer activities, 2）A year of the student × the number of times of participation

in volunteer activities, 3）Whether he/she registered for a volunteer × the number of

times of participation in volunteer activities, and 4）Experience of volunteer activities

before entering the university × the number of times of participation in volunteer

activities.

Conclusion : These findings reveal that it is important to provide individual based

information, considering students’ needs and their volunteer experiences. At the same

time, it is believed that support for reducing students’ anxieties during activities is

essential.

Key Words : University students

Support for volunteer activities
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